














(1) 低温で現れる均一相 (フェリ相 )は少量の不純物で破壊される｡ 結果,乱れた相 (KT-
1ike相 )が出現する｡
(2) 中間温度の乱れた相 (KT-1ike相 )は少量の不純物では破壊されない｡
(3) 不純物によるスピン構造のピン止効果が見られる｡ 相転移は"ボケ〝てくる｡
ランダム磁場 中のス ピン系


































ロ的な秩序相-の変 り方をみる｡ベクトル ･スピン系 (特にスピン成分が3の古典/､イゼンベ
ルク模型 )に対 して自由エネルギーは,
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ランダム磁場による平均
i-1-KBT 7n は磁化.〟
で表わせる｡
分布函数が相図に影響を及ぼす大きな点として2つあげられる｡第 1に磁場ゼロの点が全体
の分布の極大点になっているか,極小点になっているか｡第2･に高次モーメント(<En>_フン
ダム磁場平均
)が効くかどうかま)
イジング･モデルの場合,第 1の点が顕著に現われて,E -0が極大点の分布の場合,パラ
-フェロ相は, 2次相転移的だが,極小点となっている場合,特にデルタ関数的分布では
(p(Ei)-号も∂(Ei-E)十∂(Ei十E)))
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3重点が存在して,ある温度以下では, 1次相転移的となる≡)
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